
＜安全・安⼼・快適＞
公共インフラなどのハード整備、⾃然災害被害の低減
危機管理体制 強化 復旧 復興体制整備
基幹道路周辺等  居住推進⇒集約型の都市づくり
駅前広場整備  乗換利便性 向上
交通結節点機能強化
狭 道路 拡幅整備
道路 河川施設等 適切 維持管理 ⻑寿命化
⼟砂災害警戒区域等対策や警戒避難体制整備
道路施設 ⽼朽化対策           化
⾃転⾞⾛⾏空間整備等道路環境 安全性 向上
             設置及 幹線道路 整備
市街地 ⾼速道路      性 向上 利便性向上
道路網 充実 地域 活性化

＜産業経済＞
住     歩⾏者 ⾃転⾞ 優       形成
都⼼居住者数の増加、浜松駅周辺エリアの活性化促進

【環境・エネルギー】
⼤気、騒⾳及び⽔質の環境基準を満たす取り組み促進

【地⽅⾃治・都市経営】
交通 道路 施設 情報   ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化促進
多様な⼈々が社会参加しやすくなる環境づくり

• 浜松市総合計画は都市の将来像やまちづくりの基本的な考え方、それらを実現するための政策の方向性を示した計
画です。

• 国土交通省が公表（平成26年7月）した「国土のグランドデザイン2050」の中で示された「コンパクト＋ネットワーク」の考
え方に基づき、まちづくりの基本的な考え方として、「コンパクトでメリハリの効いたまちづくり」を掲げています。

■浜松市の将来像（上位計画）

＜浜松市総合計画＞

資料：浜松市総合計画（平成27年3月）【分野別計画（道路交通関連施策）】

【まちづくりの基本的な考え⽅】
コンパクトでメリハリの効いたまちづくり

【都市の将来像】
市⺠協働 築 『未来へかがやく創造都市・浜松』

３．浜松市の将来像・関連計画
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■“つかい・つくり” に関する関連計画

＜浜松市都市計画マスタープラン＞

資料：浜松市都市計画マスタープラン（平成22年5月）

■“まもる” に関する関連計画

高 ③

高 ②

放 ⑨

高 ①

放 ⑩

環 ④

放 ③

放 ④

環 ③

放 ②
放 ①

環 ①

環 ②

放 ⑪

環 ②

放 ⑤

放 ⑥

環 ⑤ 放 ⑧ 放 ⑨

放 ⑦

資料：浜松市総合交通計画（平成22年5月）

• 浜松市都市計画マスタープランでは、将来都市構造として「拠点ネットワーク型都市構造」を掲げ、複数の都市機能集
積拠点と公共交通を基本にした都市構造を表しています。

• 浜松市総合交通計画では、拠点ネットワーク型都市構造を支える「３つの高規格幹線道路」と「５つの環状道路」及び
「１１の放射道路」による道路ネットワークの形成を掲げています。

• 都市の骨格を形成する道路整備は、将来都市構造の実現を支えます。

＜浜松市総合交通計画＞

• 浜松市公共施設等総合管理計画では、限られた財源の効率的かつ効果的な活用による持続可能な資産経営実現
のため、インフラ資産の予防保全と長寿命化等の基本的指針を掲げています。

• 浜松市交通安全計画では、人優先の交通安全対策の更なる推進を図ることを目的に、機能分担された道路網の整
備、交通安全施設等の整備、交通に関する情報の提供の充実等を推進しています。

＜浜松市公共施設等総合管理計画＞ ＜浜松市交通安全計画＞

(1) ⽣活道路等    ⼈優先 安全 安⼼ 歩⾏空間 整備

(2) ⾼速道路 更  活⽤促進   ⽣活道路  機能分化
(3) 幹線道路    交通安全対策 推進
(4) 交通安全施設等の整備事業の推進
(5) 歩⾏者空間 平⾯化       化
(6) 無電柱化の推進
(7) 効果的な交通規制の推進
(8) ⾃転⾞利⽤環境 総合的整備
(9) ⾼度道路交通     活⽤
(10) 交通需要マネジメントの推進
(11) 災害 備  道路交通環境 整備
(12) 総合的 駐⾞対策 推進
(13) 道路交通情報 充実
(14) 交通安全 寄与  道路交通環境 整備

【主な施策】

 ⽣活道路    交通安全対策 推進
 通学路等    交通安全 確保

都市の将来像：多彩に輝き、
持続的に発展する都市

基本理念:「知る・変える・活かす」で支える都市経営

【目指すべき資産経営のすがた】

持続可能な資産経営 ＝ 保有資産に係る将来の改修・更新経費試算値
と改修・更新の投資実績額との均衡

充足率 ＝
将来の改修・更新経費試算値（一年当たり）

改修・更新の投資実績額（一年当たり）
＝ 100％

実
現
の
た
め
の
６
つ
の
基
本
的
指
針

■公共施設に関する
ムリ・ムダ・ムラの是正

■安全・安心な
公共施設の提供

■公共施設の
最大限の有効活用

ハコモノ資産 インフラ資産【具体的取組み例】

本計画の数値目標（H36） ハコモノ資産 インフラ資産

充足率＝８０％ 充足率＝７０％

■民間活力の積極的な活用

■まちづくりとの連携及び隣接市町村との連携
■実効ある進捗管理

・新設の抑制、既存施設の縮減
・ライフサイクルコスト

・RBM（リスクベース・メンテナンス）
・更新時における規模適正化

・予防保全と長寿命化
・ユニバーサルデザイン

・予防保全と長寿命化
（メンテナンスサイクル）

・余剰スペース、遊休資産の
貸付、広告事業 ・公共空間の利活用

高-① 東名高速道路

高-② 新東名高速道路

高-③ 三遠南信自動車道

環-① 都心環状線

環-② 市街地環状線

環-③ 浜松環状線

環-④ 外環状線

環-⑤ 大外環状線

放-① 曳馬中田島線

放-② 国道257号　外2線

放-③ (主)浜松雄踏線　外1線

放-④ 大久保古人見線　外1線

放-⑤ 植松和地線　外2線

放-⑥ (県)磐田細江線

放-⑦ (都)馬込住吉線　外1線

放-⑧ 国道152号　外3線

放-⑨ (都)浜北米津線　外6線

放-⑩ 植松和地線　外5線

放-⑪ 国道150号　外3線

３．浜松市の将来像・関連計画
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